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たぬき休むでたぬき休むでぇ～？？？たぬき休むでたぬき休むでぇ～？？？

原作：原作：山崎豊子山崎豊子
　　　　 「沈まぬ太陽」「沈まぬ太陽」
　　　　 （新潮文庫刊）（新潮文庫刊）

【ＣＡＣＡＳＴ】
恩地元恩地元/渡辺謙渡辺謙
行天四郎行天四郎/三浦友和三浦友和
三井美樹三井美樹/松雪泰子松雪泰子
恩地りつ子恩地りつ子/鈴木京香鈴木京香
国見正之国見正之/石坂浩二石坂浩二

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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米　原

草津宿の入口といえる矢倉は、宿場の雰囲気が残ります。格子戸

をはめた家、造り酒屋など、古い家々が点在します。

矢橋道の分岐点には『右やはせ道』の大きな道標が残ります。びわ

湖への道案内です。矢橋から大津の石場への渡船場は、近江八景

の『矢橋の帰帆』で有名です。
　

東海道を南下して、瀬田を回ると３里も余分に歩くことになりま

すが、比叡おろしで舟が沈没し事故にあうことからも、『急がば回

れ　瀬田の唐橋』と呼ばれたことでも有名です。

矢倉界隈をスケッチしていると、中高年の人々が自転車でお買い物、

学校帰りの小学生……と、のんびりした地方都市の趣もいいものです。

●矢倉　ＪＲ南草津駅より徒歩で７、８分。

絵と文・寺田みのる

矢 倉（草津市）

26

●近江八幡市永原町中12　●TEL：0748-32-5567
●営業時間：11：00～18：00　●定休日：木曜日、金曜日　●駐車場：９台

尾賀商店尾賀商店 カフェ五三九

大　津

●場所：大津市立図書館（大津市浜大津2-1-3） ●時間：10：00～18：30 ●料金：無料
●備考：イベントごとに開催される部屋、時間が異なる。
 　　　定員が定められているものもあるので、詳細は要問い合わせ。
●問い合わせ：大津市立図書館/ 077-526-4600

●場所：財団法人 日本習字教育財団 観峰館(東近江市五個荘竜田町136)
●時間：9：30～17：00（入館は16：00まで）　●休館日：10/26、11/2、9、16、24
●料金：一般500円　高大生300円　小中生200円
●問い合わせ：財団法人 日本習字教育財団 観峰館/ 0748-48-4141

●場所：県立安土城考古博物館 企画展示室(蒲生郡安土町下豊浦6678)
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）　●休館日：10/26
●料金：大人660円 高大生500円 小中生350円 県内の65歳以上260円
●問い合わせ：県立安土城考古博物館/0748-46-2424

●場所：甲賀市信楽町一帯　●時間：9：30～17：00

大　津10/31
（土）

彦　根10/23
（金）
▼

●場所：23日 ひこね市文化プラザ グランドホール（彦根市野瀬町187-4/0749-26-8601）
　　　 24、25日 夢京橋キャッスルロード近辺（彦根市本町）
●時間：【23日】13:00～、15:00～、17:00～　【24、25日】10：00～15：30
●料金：【23日】1,000円（オリジナル缶バッチ付き） ※売り切れ次第販売終了。
　　　 　　　販売場所：ひこね市文化プラザ チケットセンター（TEL：0749-27-5200）
　　　 【24、25日】入場無料
●問い合わせ：彦根商店街連盟「ゆるキャラまつりin 彦根～キグるミさみっと2009～」事務局/0749-22-7303

●場所：県立文化産業交流会館　イベントホール
　　　（米原市下多良2 -137）
●開演：18：30（開場18：00）
●料金：前売り4,500円　当日5,000円 ※全席指定
●備考：３才未満の入場不可。
●問い合わせ：県立文化産業交流会館/0749-52-5111

●場所：びわ湖ホール 小ホール（大津市打出浜15 -1）
●開演：14：00（開場13：30）
●料金：一般3,000円　青少年（25歳未満)1,500円 ※全席指定
●備考：6歳未満の入場不可。託児サービスあり（要予約）。
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター
　　　　　　077-523-7136（10：00～19：00） 
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古い町家を活用し、

複数のギャラリーが

混在する近江八幡市

永原町の尾賀商店。

今回は、その中の一

つ「カフェ五三九」に

お邪魔した。店主の中塚尚憲さんが素材

を厳選した料理がおいしいと評判のお店

である。今回ご紹介するのは

【おむすび御膳】（1200円）
・白米、玄米おむすび　・小鉢３品
・みそ汁　・日替りデザート　・ほうじ茶

「おむすび」のお米は、湖北町の家倉敬和

さんが無農薬で栽培したもので、「命の恵」

と名づけられ、甘みが強く、モチモチと

しておいしい。

小鉢に盛り付けられた、赤こんにゃくや

湖魚の佃煮は、近所にある創業80年の「三

松」から仕入れたもので、古くから地元で

愛されてきた味を楽しめる。

みそ汁には、野洲市の「麹屋吉右衛門」の

黒大豆みそが使われていて、

まろやかで優しい味がする。

「新米がおいしいこの季節にこ

そ味わって下さい。これから

も人と人をつなぐ懸け橋になっ

ていきたいと思っています」と

店主の中塚

さん。

ティーブレ

ンダー（※）

が厳選した

香り高い紅

茶や、ハーブコーヒーなど、カフェメニュー

も充実している。ゆったりとした時間が

流れる町家で、くつろぎのひとときをお

楽しみあれ。　　　　　　　　（取材・福本）

※ティーブレンダー
さまざまな香りや、茶葉の紅茶に精通し、いくつも
の種類の紅茶をブレンドして、新しい味と香りを作
り出す専門家。

○2009「沈まぬ太陽」製作委員会ｃ

こうじ や きち う え もん

や ぐらたかかず

○
ご さ く

●TEL：0748-82-2345

　撮影期間：11/1～9（応募期間：11/30まで）
　応募は http://www.e-shigaraki.org/tanuki から

　場所：鶏鳴の滝とその周辺　

　場所：新宮神社境内
　　　 ※雨天の場合、信楽町開発センター

　場所：信楽町内の「たぬきげんき」のぼり旗が
　　　 あがっている店舗

ＤＡＤＡＹ

11月 8日、甲賀市の信楽町一帯

で「ほっとするたぬきの休日　た

ぬき休むでぇ～」が開催される。

これは、信楽焼で有名な甲賀市

信楽町観光協会が「信楽焼のタヌ

キに感謝をする日」として制定し

た記念日で、日ごろ、店先や玄

関先で縁起をかついで頑張って

いるタヌキの置物たちを休ませ

ようというイベントだ。

当日は、タヌキの置物を温泉に

入れたり、お酒を飲ませたり、

アイマスクをかけて眠らせたり、

旅行させたり……と、さまざま

な表情で休日を過ごす「タヌキ」

の姿を見ることができる。

さらに、休日を満喫する信楽焼

のタヌキを撮る写真コンテストや、

信楽焼のタヌキと行く紅葉狩り

など、企画

は盛りだく

さん。

しかし、

催しはこ

れだけでは終

わらない。このイベントで使わ

れたタヌキの置物は11月９日か

ら30日まで、信楽町内の陶器店

で開かれる「たぬきげんき」フェ

アで売り出されるというから商

魂たくましい。

年に１度の「タヌキたちの休日」に

ぜひ出かけてみよう。しかし、相

手がタヌキだけに、くれぐれも化

かされぬようご用心。 （取材・木俣）

温泉で休むタヌキ

鶏鳴の滝で休むタヌキ鶏鳴の滝で休むタヌキ鶏鳴の滝で休むタヌキ
店主の中塚さん店主の中塚さん（右）（右）と
スタッフで中塚さフで中塚さんの弟・匡人んの弟・匡人さん
店主の中塚さん（右）と
スタッフで中塚さんの弟・匡人さん


